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秋草学園短期大学図書館 

 

寒さも厳しくなって、乾燥した日が続きます。風邪予防をしっかりして、体調管理に気を付けてく

ださい。 

今年は 2 月 15 日(木)～3 月 1 日(木)に蔵書点検を行います。この期間中、図書館は休館となりま

す。返却したい資料がある場合は「返却ＢＯＸ」をご利用ください。蔵書点検は全ての資料の状態や

並べている場所を確認・整理し、より良い利用環境を提供するために欠かせない作業です。ご不便を

お掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します。  

卒業予定生以外の在学生には春季長期貸出を行っています。実習に行く予定の学生は、必要な資料

を前もって早めに借りるよう、ご協力お願い致します。貸出期間が長くなりますので、図書館で借り

た資料を無くさないように自己管理を徹底してください。  

1 月下旬から 3 月にかけて開館時間が通常と異なりますので開館カレンダーを別途でご用意しま

す。よくご確認のうえ、ご来館ください。急遽変更があった場合は、掲示してお知らせ致します。図

書館 HP でも確認可能です。  

・・・・・・・・・・・春休みの長期貸出・・・・・・・・・・・ 

開始日 １月１５日(月)  返却日 ４月９日(月) 

※専攻科の学生は、１月９日(月)から春休みの長期貸出を開始しています。 

 

今月の特集・・・『 歴代の直木賞・芥川賞受賞作品』 
芥川賞・直木賞の受賞経歴のある作品の特集です。 

●「蛇にピアス」金原ひとみ／集英社【B913-ｶ】 

   ･･･身体改造に興味を持ちはじめたルイは、あることをきっかけに、とてつもない不安に駆られてしまいます。 

●「空中ブランコ」奥田英朗 著／文藝春秋【B913-ｵ-2】 

   ･･･とある病院に訪れるちょっと変わった患者たちと、かなり変わった精神科医によるサクッと読める短編集です。 

●「苦役列車」西村賢太 著／新潮社【913.6-ﾆ】 

   ･･･日雇いで生計を立てる主人公と、同じバイト先の専門学生が出会うことで、変わらなかった毎日に変化が訪れます。 

●「蹴りたい背中」綿矢りさ 著／河出書房新社【913.6-ﾜ】 

   ･･･人づきあいが嫌いなハツと、周囲に溶け込むことができない“にな川”の男女二人が織り成す青春小説です。 

●「小さいおうち」中島京子 著／文藝春秋【913.6-ﾅ】 

   ･･･女中だった大伯母が残した大学ノートに綴られた自叙伝をきっかけに、昭和の家庭が語られていきます。 

●「まほろ駅前多田便利軒」三浦しをん 著／文藝春秋【913.6-ﾐ】 

   ･･･便利屋に舞い込んでくる依頼を解決するたび、様々な人間が見える痛快ストーリーです。 

  他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

  

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※貸出回数３回のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

2017年もあっという間に過ぎていき、今月でいよいよ授業も終わりです。春休みの長期貸出は期

間がとても長いので、借りていることを忘れないよう注意しましょう。卒業予定の学生さんは、必ず

返却してから卒業してください。卒業後は館内での閲覧や資料の複写が可能です。 

さて、今回の図書館だよりはいかがでしたか？図書館だよりの作成を初めて担当致しました、加羽

澤です。私にとって初の試みなので大変緊張しながらの作成でしたが、これからも頑張っていきます

ので、どうぞよろしくお願い致します。 

次号の『図書館だより』は2018年4月に発行予定です。 担当 加羽澤 

貸出ランキング～１１月・１２月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

6回 ぐりとぐら 中川 李枝子 文 福音館書店 

3回 つられたらたべちゃうぞおばけ 乾 栄里子 さく 童心社 

3回 ずーっとずっとだいすきだよ 
ハンス・ウィルヘルム 

えとぶん 
評論社 

3回 ばすくんのくりすます みゆき りか 作 小学館 

3回 うそだあ！ サトシン 作 文溪堂 

3回 ３びきのこぶた いもと ようこ 文・絵 金の星社 

『となりのウチナーンチュ』  

早見慎司 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ【 B913-ﾊ 】 

『ウチナーンチュ』とは、沖縄のことばで『もともとの沖縄人』のこと。 

沖縄が舞台のこのお話は、小説家志望の父とアパートで暮らす彩華と、隣の部屋に東京から越して

きた同い年の夏海の二人が主人公です。夏海が沖縄へ引っ越してくる前日、彩華が置物の蛙・青蛙神

（せいあしん。三本足の蛙の神様）の声が聞こえるようになったことを発端に、様々な不思議なこと

が起こります。 

 

偶然出会ったにも関わらず意気投合した二人は、協力して様々な苦難を乗り越えます。しつこく現

れる夏海の母の生霊、沖縄を襲う猛烈な台風、ファンキーなおじいちゃんなど、様々な怪奇現象を体

験するたびに、少しずつ前向きになれるお話です。 

 

推薦者 加羽澤 


